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プログラム設計・開発

プログラム分析・評価

技術者が減少したS/370 Assembler, c言語等のプログラム設計・開発を支援します。

•ソースコードのメンテナンスが不十分なEXIT等の再設計（開発）
•高速処理が必要な共通機能（部品）の設計（開発）
•システム移行、試験等を効率的に実施する為のツール等の設計（開発）

既存プログラムの分析・評価、保守（改修）を支援します。

•保守困難となったプログラムの解析及び保守作業
•既存プログラムの効率化（CPU資源抑止への対応）
•段階的なモダナイゼーション（近代化）の計画立案支援

プログラム設計・開発支援
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データ分析（SMF分析等）

アーキテクチャ策定支援

特定のアセットを利用しないサービス

プログラム作成（Assembler, c, Java等）

在職中と同様に提供可能なサービス 提供不可能なサービス

ロードマップ策定支援

特定のアセットを利用するサービス

最新情報をベースとしたサービス

【参考】IBM在職中との差異
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業務委託契約（準委任契約）
契約期間又は契約工数のサービス提供で、業務委託契約は完了となります。

月次での予定工数サービス提供を前提としていますが、契約期間内であれば最大2ヶ月の工数調整を実施しま
す。（案件毎に調整）

契約期間終了翌月の請求・支払を基本とします。契約期間が3ヶ月以上の場合は3ヶ月毎の支払いを前提に
別途調整させて頂きます。

屋号 ：R-Code

登録番号 ：T1810495885869

HP ：https://katoh.cdx.jp/

Mail ：r-code@katoh.cdx.jp

https://www.invoice-kohyo.nta.go.jp/regno-search/detail?selRegNo=1810495885869
https://katoh.cdx.jp/
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（ 15千円 / 時間 × サービス時間  + 5千円 / 月次報告書 × 月数 ) ＋ 消費税

基本費用

サービス費用

①出張手当 ＋ ②移動時間費用 ＋ ③交通費 ＋ ④宿泊費用

出張費用

支援サービス 月次報告

• 報告書作成作業はサービス時間（0.5h）として、期間・回数を調整する事が可能
• 詳細な月次報告書を必要としない場合は、月次報告書作成に関する費用は不要

原則として、リモート支援サービスを前提としています。出張可否は契約時期等によって異なります。

① 5,000円 / 日 (移動日を含む出張期間すべての日に発生) ＋ 消費税
② 移動時間に対する時間拘束費用（2,000円/時間 : 移動時間はネットの路線情報を参考に算出）＋ 消費税
③ ネットの路線情報を参考に算出
④ 固定金額 （東京：20,000/泊、大阪：15,000/泊、他：10,000/泊）又は 実費
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プロジェクト（主会社）

R-Code

契約形態

貴社

契約窓口会社等
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